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・

長野での研究会の朝、長野市はこの秋一番の寒さでした。朝８時頃に駅近くのビジネスホテルを出ると、空に

目だった雲はなく、陽も射していました。しかし驚いたことに、小雪が舞っていました。この秋初めて見た降雪

です。降雪といっても、遠くの山---恐らく飯縄山方面で降った雪が、北風に流されて降った、いわゆる「風花」

でしょう。

長野駅で長野の先生と待ち合わせをしていたのですが、長野駅善光寺口（西口）から雪を頂いた山が見えまし

た。この山は「旭山」といいます。長野駅の標高はおよそ 360m、旭山は 785mですので、わずか 400mちょっ

との標高差で雪が積もっていたのです。旭山は長野駅からでも徒歩で登れ、山頂からは善光寺平（長野盆地）が

一望できる好展望地と聞いたので、次回は登ってみたいと思いました。

（2023年 11月下旬／長野駅より）


